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＜連絡事項＞
・電動ウォーカーを1階ホールに設置する予定です。現在使用している器具もあり、置き場所が狭い為今後、環境調整を行っていきます。設置した際は是非、患者様に使用して頂きましょう。

・病棟回覧で各種外部研修の資料が届いています。興味のある方は是非参加して下さい。

・研修旅行6/20(水)～21日(木)第1班となります。参加者は集合時間に遅れないように出勤しましょう。また、7/5(木)～6日(金)には第２班が控えています。勤務変更が厳しい為、遅刻・早退・欠勤のないよう健康管理等に気をつけていきましょう。

・看護研究について～5月末に各グループで学術のテーマを決定しましたが、10/1(月)の発表者の選考会に向けて計画的に作成を進めて下さい。また、7/15(日)までに抄録（結果・考察はなくてもよい）を小向SGMに提出して下さい。

・担当業務について～担当業務年間計画を作成してあると思いますが、目標設定に沿った業務を行うことが出来ているのか、再度、目標の確認をして業務を行っていきましょう。

・7/2（月）千葉良Drは所用により、お休みとなります。

・今週の木曜日に東病棟から浅野　秀子様がＡユニット123号室への転棟予定となっています。精神状態の悪化も考えられますので、精神状態等に注意しての観察をしていきましょう。

また、123号室の下水道からの臭いがキツいため、Ａユニットについたスタッフは換気をしていきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・玉井　悠作様～臨時薬デパケンＲ（200）が４錠から２錠に減薬となり他同内容にて一週間分処方頂いています。精神症状の変化に注意してください。

・勝田　ヒモエ様～インスリン処置、便秘時の予測指示継続となります。

・島脇　てる様～インスリン処置継続となります。

・小谷地　貞子様～セフジトレン飲み切り止めとなります。

・荒谷　正毅様～鼻汁・鼻閉継続している事からPLとレズプレンが処方となっています。

・永洞　恭子様～PL 2日分処方頂いています。現在は発熱ない為、日中は出来る限り離床して様子をみていきましょう。

・馬場　正雄様～セフジトレン、ムキコール飲み切り止めとなります。本日昼よりPL3.0ｇ　3×ndE　一日分処方頂いています。明日、レントゲン実施予定です。また身体状態の変化があった場合は、こまめにご家族様へ情報提供して行きましょう。

・橋本　万様～PL 2日分継続処方となっています。また、発熱時の予測指示頂いています。

・和田　敦子様～PL 2日分継続処方頂いています。

・山田　典子様～発熱時の予測指示終了となります。

・谷地　サエ様～本日の診察にて、施設入所に対しての拒否や今後についての不安感の訴え聞かれています。明日夕より臨時薬がドネペジル(3)1T/7T　追加となり継続処方となります。訴えの傾聴や夜間の睡眠状況に注意し所在確認行っていきましょう。

・下川　ミツエ様～血糖日内変動の結果悪く、食事形態はそのままで、明日の朝からジャヌビア(50) 1T/7T　処方頂いています。6/29(金)再度、デキスターチェックにて日内変動を見ていきます。

・大久保　清五様～食止めの指示は継続とし、開始時は栄養へ連絡していく事としています。また、明日の夕よりムコキールが継続処方となっています。

・織田　比佐子様～食事摂取が難しいと本人より訴えあり、本日夕より粥、荒キザミ、汁トロミへ食事形態が変更となります。また、採血と胸部レントゲンの結果を見て、セフジトレン4日分と新たにムコキール（15）3T 3×ndE、レスプレン（20）4T 4×ndE、麦門冬湯3P 3×ndE　7日分処方となっています。本人が依存的となる事も考えられますが、今は肺炎を治癒させる事が第一とのことなので、できるだけ食事摂取を促し、必要時には介助行っていきましょう。

≪感染対策について≫

現在、２階の発熱者が急増し、１週間前は１人の発熱者でしたが、７～８人に感染し広がっているのが現状です。最初の１人の体調不良者への対応方法により、感染を防ぐことが出来ます。感染の原因はさまざまありますが、今回の場合は一人の発熱者がいつものように多患者様と一緒に食事をとっていたことが考えられます。勤務帯により部屋の移動などが困難ですが、食事の席を確実に分けていきましょう。また、午前・午後一回ずつ換気を行いましょう。基本、1階と２階は別々で管理する事としていますが、吸引等処置の必要な時に2階から1階へ降りる際は、発熱者と他の患者様が一緒にならないように部屋や環境に考慮し、感染を防ぎましょう。

ただの発熱等がインフルエンザやノロウウイルス等に感染している可能性もあります。集団感染を引き起こさないためにも今後の感染対策・対処法を各自確認していきましょう。
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